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JCOAL中期計画の作成
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0.JCOAL
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国別情報

2018石炭業界発展年度報告（要約）
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2018石炭業界発展年度報告（要約）

国
別
情
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全般　2019年の石炭消費は基本的に安定し、増加分が少ない
と予想されている。国内石炭生産能力の増加に伴い、主要な石
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世界及び日本の CCSの動向（その 1）

技
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エネ効率向上、原子力等の多様な低炭素技術を組合せることで
大幅な削減が可能であることを示している。

図 2　2060年世界の CO2削減量の見通し
（出典 :経済産業省）
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平成 30年度 JCOAL広報活動報告
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日本の先進火力発電等技術普及啓発事業
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日本の先進火力発電等技術普及啓発事業 二カ国間・多国間技術交流事業報告
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日本の先進火力発電等技術普及啓発事業 二カ国間・多国間技術交流事業報告

後　援 ; 在ミャンマー日本国大使館、
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日本の先進火力発電等技術普及啓発事業 二カ国間・多国間技術交流事業報告
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VGB／ JCOAL技術交流会報告

（5）「再エネ導入時の石炭火力の柔軟性向上について」JCOAL

• 再エネ導入拡大時の石炭火力の負荷変化率の改善方法、
最低負荷の最適化、起動時間の短縮、熱的ストレスの測定
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平素よりJCOALの事業へのご協力を頂き有難うございます。
さて、編集子は JCOALで豪州炭価格や市場の動向についての情報収集をさせて頂いており、常日頃一般炭、原料炭の取
引状況や上流側の鉱山権益等のニュースを目にしている事が多く、そうしておりますと昨今の脱炭素化の動きや、脱石炭、ダイ
ベストメントなどという言葉すら忘れてしまいがちでございます。何故かと申しますと、豪州における石炭権益や石炭市場の動きは
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「JCOAL Journal」は石炭分野の技術革新を目指す（一財）石炭エネルギーセンターが発行する情報誌です。
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